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9 Buckley and Brooke（1992）邦訳、ｐ．２参照。
10 もちろん財の貿易が貿易サービスの貿易に先行して開始されるとすれば、貿易サービスの貿
易開始前価格は認識可能である。しかし理論的検討のための基本モデルで多用される２国２
財モデルでは、貿易取引される財が２つ、つまりこの場合財と貿易サービスが取引されるこ
とになるので、以上の仮定は有効でない。
11 Deardorff（1985）はこれ以外にも、貿易サービスに対する貿易規制が、規制から生じる損益の
財価格への転嫁を通じ、財の貿易パターンにも影響を及ぼしうるという問題点を指摘してい
る。しかし Deardorff 自身、それほど大きな影響は及ぼさないだろうとしている。
12 Deardorff（1985）はこれら以外にも貿易サービス貿易自体が明確に定義されていないという問
題点も指摘している。たとえば輸入国の業者が財貿易に伴う輸送サービスを提供していたと
する。問題はこの輸送サービスの購入者が輸出国側の財の売り手の場合にはサービス貿易が
生じることになる。しかし輸入国側の財の買い手が購入者の場合、サービス貿易は生じない。
輸送サービスの生産自体はどちらもまったく同じだが、貿易量に関する記録はまったく異な
ったものになる。
13 Deardorff（1985）のいう「マネジメント」は、数多くあるＭＮＣ理論における企業特殊的優位
（ないしは所有特殊的優位）に含まれるさまざまな情報的資産と類似する概念である。
Deardorff（1985）が指摘するように、これらの情報的資源を企業内の公共財と位置づけるＭＮ
Ｃ理論は多い。Deardorff（1985）によれば、「マネジメント」はこのような公共財ではなく、
「サービスが生産される場所に存在する必要はないという点を除いて、新古典派経済学の生
産関数における生産要素」とまったく同じであるとしている。
14 もちろんＢ国のサービス企業がＡ国の相対的に安価なマネジャーを雇用可能であれば、Ｂ国
のサービス企業についても同様のことがいえるが、ここではその可能性を排除し議論を進め
る。なお以下のケースにおいてもこの前提は同様である。
15 サービスを最終消費財、中間財そして資本財にサービスを分類した場合にも、類似した議論
の展開は可能であろう。
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